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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年5月15日(2014.5.15)

【公表番号】特表2013-523751(P2013-523751A)
【公表日】平成25年6月17日(2013.6.17)
【年通号数】公開・登録公報2013-031
【出願番号】特願2013-502749(P2013-502749)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ   7/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   7/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   9/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ   7/08    　　　Ｈ
   Ｃ０７Ｆ   7/10    　　　Ｆ
   Ｃ０７Ｆ   9/40    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成26年3月27日(2014.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｐｈｏｔｏ１－ＬＧ－Ｐｈｏｔｏ２を有する分解性カップリング剤であって、式中、
Ｐｈｏｔｏ１およびＰｈｏｔｏ２は、独立して、少なくとも１個の光反応性基を表わし、
ＬＧは、少なくとも１個のケイ素原子または少なくとも１個のリン原子を含む連結基を表
わし、前記分解性カップリング剤は、少なくとも１個の光反応性基と前記連結基との間に
共有結合を含み、少なくとも１個の光反応性基と前記連結基との間の前記共有結合は、少
なくとも１個のヘテロ原子によって中断されている、分解性カップリング剤。
【請求項２】
　少なくとも１個のヘテロ原子が、酸素、窒素、硫黄、セレンまたはそれらの組み合わせ
から選択される、請求項１に記載の分解性カップリング剤。
【請求項３】
　前記連結基が、少なくとも２個の光反応性基に共有結合されている１個のケイ素原子を
含む、請求項１に記載の分解性カップリング剤。
【請求項４】
　前記連結基が、式Ｓｉ－Ｙ－Ｓｉで表わされ得、式中、Ｙは、無し、アミン、エーテル
、直鎖もしくは分岐のＣ１～Ｃ１０アルキル、またはそれらの組み合わせであるリンカー
を表わす、請求項１に記載の分解性カップリング剤。
【請求項５】
　基：（ａ）

【化１】
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（式中、Ｐｈｏｔｏ１およびＰｈｏｔｏ２は、独立して、光反応性基を表わし；ｎは、１
～１０の間の整数であり；Ｒ１～Ｒ４は、独立して、環状、直鎖もしくは分岐であるか、
飽和もしくは不飽和であるか、芳香族もしくはヘテロ芳香族であるか、光反応性基である
か、ヒドロキシルもしくはその塩であるか、またはそれらの組み合わせである）；
（ｂ）
【化２】

（式中、Ｐｈｏｔｏ１およびＰｈｏｔｏ２は、独立して、１個以上の光反応性基を表わし
；Ｒ１およびＲ２は、独立して、環状、直鎖もしくは分岐の炭化水素であるか、飽和もし
くは不飽和であるか、芳香族もしくはヘテロ芳香族であるか、光反応性基であるか、ヒド
ロキシルもしくはその塩であるか、またはそれらの組み合わせである）；
（ｃ）

【化３】

（式中、Ｐｈｏｔｏ１およびＰｈｏｔｏ２は、独立して、１個以上の光反応性基を表わし
、Ｒは、アルキル、アリール、光反応性基、ヒドロキシルもしくはその塩、またはそれら
の組み合わせである）；
（ｄ）

【化４】

（式中、Ｐｈｏｔｏ１およびＰｈｏｔｏ２は、独立して、光反応性基を表わし、Ｒは、環
状、直鎖もしくは分岐の炭化水素であるか、飽和もしくは不飽和であるか、芳香族もしく
はヘテロ芳香族であるか、光反応性基であるか、ヒドロキシルもしくはその塩であるか、
またはそれらの組み合わせである）；および
（ｅ）
【化５】

（式中、Ｐｈｏｔｏ１およびＰｈｏｔｏ２は、独立して、光反応性基を表わし、Ｙは、無
し、アミン、エーテル、直鎖もしくは分岐のＣ１～Ｃ１０アルキル、またはそれらの組み
合わせであるリンカーを表わし；Ｒ１およびＲ２は、独立して、光反応性基であるか、ヒ
ドロキシルもしくはその塩であるか、環状、直鎖もしくは分岐の炭化水素であるか、飽和
もしくは不飽和であるか、芳香族もしくはヘテロ芳香族であるか、またはそれらの組み合
わせである）；
から選択される式を含む、請求項１に記載の分解性カップリング剤。
【請求項６】
　Ｒ１～Ｒ４が、独立して、フェニル、メチル、エチル、イソプロピル、ｔ－ブチル、ア
リールケトン、またはそれらの組み合わせである、請求項５（ａ）に記載の分解性カップ
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リング剤。
【請求項７】
　Ｒが、環状、直鎖もしくは分岐の炭化水素であるか、飽和もしくは不飽和であるか、芳
香族もしくはヘテロ芳香族であるか、またはそれらの組み合わせである、請求項５（ｃ）
に記載の分解性カップリング剤。
【請求項８】
　（ａ）
【化６】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ８およびＲ９は、任意の置換基（ｓｕｂｓｔｉｔｕｔｉｏｎ）で
あり；Ｒ３、Ｒ４、Ｒ６およびＲ７は、アルキル、アリール、またはそれらの組み合わせ
であり；Ｒ５は、任意の置換基であり；各Ｘは、独立して、Ｏ、Ｎ、Ｓｅ、Ｓ、もしくは
アルキル、またはそれらの組み合わせである）；
（ｂ）

【化７】

（式中、Ｒ１およびＲ５は、任意の置換基であり；Ｒ２およびＲ４は、ＯＨ以外の任意の
置換基であり得；Ｒ３は、アルキル、アリール、またはそれらの組み合わせであり得；Ｘ
は、独立して、Ｏ、Ｎ、Ｓｅ、Ｓ、アルキルまたはそれらの組み合わせである）；
（ｃ）
【化８】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４およびＲ５は、任意の置換基であり；Ｒ３は、任意の置換基で
あり；各Ｘは、独立して、Ｏ、Ｎ、Ｓｅ、Ｓ、アルキル、またはそれらの組み合わせであ
り得る）
から選択される式を含む、請求項１に記載の分解性カップリング剤。
【請求項９】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ８およびＲ９が、Ｈ、アルキル、ハロゲン化物、ヒドロキシル、アミン
またはそれらの組み合わせであり；Ｒ５が、Ｏ、アルキルまたはそれらの組み合わせであ
る、請求項８（ａ）に記載の分解性カップリング剤。
【請求項１０】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４およびＲ５が、Ｈ、アルキル、ハロゲン、アミン、ヒドロキシル、ま
たはそれらの組み合わせであり；Ｒ３が、Ｏ、アルキル、またはそれらの組み合わせであ
る、請求項８（ｃ）に記載の分解性カップリング剤。
【請求項１１】
　１個以上の光反応性基が、アリールケトンを含む、請求項１に記載の分解性カップリン
グ剤。
【請求項１２】
　前記連結基が、少なくとも２個の光反応性基を含み、各光反応性基が、リン酸エステル
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結合またはリン酸アミド結合により前記連結基に共有結合されている、請求項１に記載の
分解性カップリング剤。
【請求項１３】
　前記連結基が、３個の光反応性基を含み、１個以上の光反応性基が、リン酸エステル結
合またはリン酸アミド結合により前記連結基に共有結合されている、請求項１に記載の分
解性カップリング剤。
【請求項１４】
　前記連結基が、リン－酸素二重結合（Ｐ＝Ｏ）を有する少なくとも１個のリン原子を含
み、少なくとも１個のリン原子に、少なくとも１個の光反応性基が結合されている、請求
項１に記載の分解性カップリング剤。
【請求項１５】
　前記連結基が、リン－酸素二重結合（Ｐ＝Ｏ）を有する１個のリン原子を含み、前記リ
ン原子に、３個の光反応性基が共有結合されている、請求項１４に記載の分解性カップリ
ング剤。
【請求項１６】
　前記カップリング剤が、１個以上の光反応性基の活性化により、表面、標的分子、また
はそれらの組み合わせへの共有結合が可能である、請求項１に記載の分解性カップリング
剤。
【請求項１７】
　支持体表面を前記表面に１個以上の潜伏性反応性基を付与するためにカップリング剤で
コーティングする方法であって、
ａ）前記支持体表面を供給する工程と、
ｂ）前記支持体表面に請求項１～１６のいずれか一項に記載の分解性カップリング剤を塗
布する工程と、
ｃ）第１の光反応性基を活性化して前記カップリング剤を前記表面に結合させるのに適し
た条件下で、前記支持体表面上の前記カップリング剤を照射する工程であって、第２の光
反応性種は前記支持体表面に結合していない状態のままでありかつ潜伏性反応性の状態に
戻ることができる、工程と
を包含する、方法。
【請求項１８】
　コーティングを有する支持体表面であって、前記コーティングは、請求項１に記載の分
解性カップリング剤により前記表面に結合されているポリマー層を含み、前記カップリン
グ剤の第１の光反応性基は、前記支持体表面の存在下で活性化されると前記カップリング
剤を前記支持体表面に結合させることができるものであり、前記カップリング剤の第２の
光反応性基は、コーティング剤の存在下で活性化されると前記コーティングを前記表面に
結合させることができるものである、支持体表面。
【請求項１９】
　疎水性ポリマーコーティングを含む、請求項１８に記載の支持体表面。
【請求項２０】
　親水性ポリマーコーティングを含む、請求項１８に記載の支持体表面。
【請求項２１】
　前記カップリング剤は、前記カップリング剤が経時的に分解するにつれて、前記ポリマ
ーコーティングを医療デバイスから解放する、請求項１８に記載の支持体表面。
【請求項２２】
　医療デバイスおよびポリマーコーティングを含む、コーティングされた医療デバイスで
あって、前記コーティングは、請求項１に記載の分解性カップリング剤により前記医療デ
バイスに結合されている、コーティングされた医療デバイス。
【請求項２３】
　以下の式：
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【化９】

（式中、Ｐｈｏｔｏ１およびＰｈｏｔｏ２は、独立して、１個以上の光反応性基を表わし
、Ｒは、アルキル、アリール、光反応性基、ヒドロキシルもしくはその塩であるか、また
はそれらの組み合わせである）
を含む、請求項１に記載の分解性カップリング剤。


	header
	written-amendment

